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新刊紹介

｢プレｰト･テクトニクス｣

上田誠也著,岩波書店刊,152×216mm,268ぺ一ジ,

4,300円(本体価格4,175円)

著者の上田先生は,我が国における地球熱学研究の創

始者であり,1987年には沈み込み帯の熱学的研究におけ

る多大な業績により,日本学士院賞を受賞されている.

また,プレｰトテクトニクスの原理的た問題から,地質

学や岩石学等との境界領域にいたるまでの固体地球科学

全般に対する幅広い貢献をだした功績により,米国地質

学会から1989年度のGeorgeP.Woo1ard賞を受賞され

たのは,記臆に新しいところである.

本書は9章の構成からなり,第1章でプレｰトテクト

ニクスを概観したあと,第2章,第3章で,“大陸移動

説",“海底拡大説"を,それぞれのたどった道程を振返

りながら解説している.第4章以下がプレｰトテクトニ

クスの各論の記述である.第4章ではプレｰトの運動論

(kinematics)を,第5章ではプレｰトの物性論,生成･

進化の問題を扱っている.第6章は,造山運動だとのプ

レｰト境界でおこる諸現象を取扱い,またプレｰト内部

で起こる重要な地学現象については第7章で解説されて

いる.第8章では,フレｰト運動の原動力(dynamic｡)

の問題について考察され,単純たマントル対流論には多

くの問題があることカミ示される.第9章は太陽系の他の

天体のテクトニクス,46億年という地球史のなかでプレ

ｰトテクトニクスがどこまで逃れるのかという問題を取

り上げ,最後にトモグラフィｰだとの技術の導入によ

る,今後のプレｰトテクトニクスの発展について展望を

与えている.

随所において見られる上田先生一流の比廠的な表現に

より,多くの読者は,より本質的な理解を得ていること

に気付くであろう.また本文とは独立に,所々に設けら

れている専門用語の解説(BOX)は,地球科学の多岐の

分野に渡り,本書の教科書的た性格を表わすとともに読

みやすくしている.これは,読者の対象を比較的広く設

定している表われでもあろう.現象の本質的な記述のた

めに,最小限の数式は出てくるが,仮にこれをある程度

とばしたとしても大筋の理解に影響はない.文献を見て

みると,出版過程のギリギリまで著者がup-to-dateな

内容を盛り込もうとした努力がうかがわれる.常にプレ

ｰトテクトニクスの最先端に身をおいて,世界をリｰド

してきた著者の膨大た業績及び知見が268ぺ一ジの一冊

の本としてまとめられたのであるから,幾分記述に性急

さがあったとしても不思議ではたいのに,本書において

そのようなところは見られたい.本書は言換えれば,著

者の今までの業績の集大成ともいえるものだが,所々に

今後のプレｰトテクトニクスに対する新しいアイデア,

或いは展望も記述されている.特に,第9章で扱われて

いる内容には,そのようなものが多い.｢まえがき｣に

も書かれているように,本書は上田先生の次代の研究者

へのメッセｰジがあり,随所において地球科学のさらな

る飛躍への期待がうかカミわれる1実際は,上田先生の示

唆する方向に進む場合とそうでたい場合カミあるであろう

が,このようなことを念頭において,現在までのプレｰ

トテクトニクスによる地球科学の発展を知るには本書は

最適の書であろう.(海洋地質部木川栄一)

1990年8月号�


